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「きらり31」 の一番茶の生葉収量と茶成分 0品質
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やや早生で多収品種

各茶期とも品質優良

ス
が
取
れ
、
総
合
的
に
優
れ
て
い
ま

す
が
、
生
産
現
場
で
は
偏

っ
た
品
種

構
成
の
た
め
、
摘
採
時
期
の
集
中
や

茶
樹
の
老
木
化
に
よ
る
収
量
や
品
質

の
低
下
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
他
の
優
良
晶
種

へ
の
改
植
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
こ
で
は

「や
ぶ
き
た
」
に

替
わ
る
有
望
品
種
と
し
て
、
注
目
し

て
い
る

「き
ら
り
３‐
」
の
品
種
特
性

に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「き

ら
り
３‐
」
は
、
耐
寒
性

が
強

く
色
沢
が
優
れ
る

「さ
き
み
ど
り
」

を
母
親
に
、
早
生
で
う
ま
味
が
強
く

製
茶

晶
員

が

優

れ

る

「さ

え

み

ど

り
」
を
父
親
と
し
て
、
宮
崎
県
総
合

農
業
試
験
場
茶
業
支
場
で
交
配
、
育

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
本

県
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
茶
業
研

究
室
で
２
０
０
６
年
か
ら
７
年
間
、

適
応
性
検
定
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

晶
種
特
性
と
し
て
は
、
摘
採
適
期

が

「や
ぶ
き
た
」
よ
り
２
、
３
日
早

い
、
や
や
早
生
の
品
種
で
す
。
樹
姿

は
中
間
型
で
、
株
張
り
が
旺
盛
な
た

め
幼
木
時
の
仕
立
て
は
容
易
で
す
。

ま
た

「や
ぶ
き
た
」
と
比
べ
て
収
量

が
多
く
、
品
質
は
各
茶
期
と
も
優
れ

ま
す
。
ア
ミ
ノ
酸
が
多
く
、
タ
ン

ニ

ン
が
少
な
く
、
色
沢
、
香
り
、
水
色
、

味

な

ど
総

合

的

に
優

れ

る
品
種

で

す
。
市
場

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
品

質
茶
生
産
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
栽
培

上
の
注
意
点
は
、
輪
斑
病
に
は
抵
抗

性

が

あ

り

ま

す

が
、
炭

そ

病

に

は

「や
ぶ
き
た
」
と
同
等
で
弱
い
の
で

防
除
が
必
要
で
す
。

「き
ら

り
３‐
」
は
、
ゃ
や
早
生
種

で
は
あ
り
ま
す
が
、
耐
寒
性
に
優
れ

る
の
で
、
防
霜
施
設
が
整

っ
て
い
る

県
内

の
茶

産
地

で
栽
培
が

可

能

で

す
。（

県
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

池
下

冨
３
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